
【２０１４年６月号】

【治安情報】当地新聞より（殺人事件、強盗事件など、毎月の主要な事件について概要を

お知らせしています。）

「３５歳男性、銃で撃たれて死亡」

６月１日（日）午前３時４５分、サンホセ県デサンパラードス市ロスギート地区において、３５歳の

ニカラグア人男性が通りがかりのバイクから銃で撃たれて死亡した。

「４５歳男性、銃で撃たれて死亡」

６月２日（月）午前１時２５分、サンホセ県サンホセ市サンセバスティアン地区において、４５歳の

男性が胸部と目に２発の銃弾を受けて死亡した。加害者は不明。

「３４歳女性が元夫に殺され、元夫は自殺」

６月１３日（金）午後６時５０分、サンホセ県クリダバ市の民家において、ＤＶ被害を受けていた３

４歳の女性がＤＶ加害者である元夫に刃物で襲われ死亡した。元夫はその後、首を吊り自殺した。

「男が銃発砲、２７歳男性死亡、４名ケガ」

６月１４日（土）午後１１時、サンホセ県パバス市の酒屋において、男が店内の客に向かって銃を数

発発砲し、２７歳の男性が重体となり、４名が負傷した。重体の男性は翌日病院で死亡した。

「２０代男女、銃で撃たれて死亡」

６月１８日（水）午前８時３０分、アラフエラ県デサンパラードス市の民家において、２９歳の男性

と２１歳の女性が銃で撃たれて死亡した。２９歳男性は強盗・車両盗難などの前科があり、２１歳女性

に関しては、母親がコカイン所持で６月３日に逮捕されており、麻薬などの事件絡みで殺害されたので

はないかとみられている。

「車内から３６歳男性の遺体発見」

６月２２日（日）午後１０時３０分、エレディア県エレディア市バレアル地区の路上に停車していた

車の中から、３６歳のエルサルバドル人男性の遺体が発見された。男性は銃で撃たれており、遺体発見

から数時間後に同乗していたというニカラグア人男性が警察に出頭したが、「発砲音を聞いてすぐ逃げた。

事件には関与していない。」と供述している。

「銃殺遺体、車から投げ捨てられる」

６月２７日（金）午後１０時、サンホセ県サンホセ市アティージョ地区の路上において、路肩に停車

した車から遺体が投げ捨てられた。遺体は頭部にビニール袋が被せられ、手には縛られた痕があり、銃

で撃たれて死亡したものとみられる。身元は不明。

以上
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